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英語民間試験導入が延期 
11月 1日、文部科学省は英語民間試験の導入「延

期」を決定しました。市民、とりわけ高校生や教員

など現場の声と野党の論戦との連携によって得ら

れた画期的な成果でした。改めて、この問題につい

て考えてみたいと思います。 

１回の受験料６千～２万５千円 

民間試験を受ける生徒ほど好成績 
大学入試で民間試験を利用する制度は、１回の受

験で約６千～２万５千円という新たな受験料負担

を最大２回まで受験生に課すものです。それ以外に

も民間試験を何度も受けたものほど好成績をえら

れ、入試で有利となると指摘されており、家庭の経

済力で格差がつき、教育の機会均等に反するもので

あることを、「身の丈」発言によって文科相がみずか

ら事実上認めています。 

採点者の主観に委ねられた評価 
これらに加えて、10月 30日の衆院文科委員会で

の畑野君枝議員の質問で、採点基準も試験実施団体

ごとに異なり、評価の内容も「豊富な幅広い語彙（ご

い）や文法を、柔軟に使用することができている」

など抽象的で採点者の主観的な判断に委ねられて

いることなどが明らかとなり、試験の公正性につい

ても重大な欠陥があることが浮き彫りとなってい

ます。 

教育の機会均等に反する 
子どもの権利条約も日本国憲法も教育基本法も

教育の機会均等を図ることを定めています。その責

務を一身に負う政府が、こうした格差拡大を教育の

現場にまで持ち込みあまつさえ「身の丈」にあった

環境で我慢しろと言い放つことは到底許されませ

ん。 

キッパリ中止へ 力尽くす 
国民が自由に学ぶことができれば、一人ひとりの

活躍の幅が広がり、その恩恵を受けるのは社会全体

です。誰もが望めば学び続けることのできる制度こ

そ、日本社会の発展の確かな原動力となるはずです。

この英語民間試験導入は「延期」されましたが、「中

止」されたわけではありません。キッパリ中止させ

るために力を尽くします。 

 

東神奈川駅の宣伝に参加 

 
撮影：中野真理さん（建設後援会） 

１１月１日（金）、党神奈川区委員会が主催する東

神奈川駅の定例宣伝に参加させていただきました。 

上野たつや県議、宇佐美さやか市議とともに、カ

ジノはいらない！横浜の未来は横浜市民が決めよ

う！住民投票条例で是非を問おう！と訴えました。

建設後援会の皆さんが多く駆けつけてくれました。 

誰もが望めば学べる社会へ…英語民間試験問題 


